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§２ グラフで考えよう 

Ｈ２.１ 
(1)のみ丁寧に論じ、(2)～(4)は略解とする。
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より、この関数のグラフは、頂点が

( 1, 1)  の下に凸な放物線である。

よって、xが 22 x ≦ ≦ を変化するとき

の

最小値は ( 1)1y x   

である。また、 2x  の方が 2x   よりも
1x   から離れているので、 2x  で最大

になると分かる。 2x  のとき、
2 22 2 8y    

だから、

最大値は 8 ( 2)y x 

である。
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より、 12 x ≦ ≦ におけるこの関数のグ

ラフは次の図のよう。よって、

最大値は 4 ( 1)y x 

最小値は 11 ( 2)y x   
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より、 25 x ≦ ≦ におけるこの関数のグ

ラフは下図のよう。よって、

最大値は 21 ( 2)y x 

最小値は 11 ( 2)y x   
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より、 312 x ≦ ≦ におけるこの関数の

グラフは次の図のよう。よって、

最大値は 15 ( 4)y x  

最小値は 17 ( 12)y x   
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(1) 2 3 1 0xx    ①
の解は、 2 3 1y x x   のグラフで y座標
が負となるような xの範囲である。グラ
フの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(2) 22 8 9 0x x   ①
の解は、 22 8 9y x x   のグラフで y座
標が正となるような xの範囲である。グ
ラフの x切片を求めようとすると、
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となり、これを満たす実数は存在しない

ので、グラフは x軸と共有点を持たない
ことが分かる。

よって、図より、①の解は 全実数

x

x3 13
2

 3 13
2



x

y

O

15

7

12

17

4
3



(3) 2 3 0x x  ≦ ①

の解は、 2 3y x x    のグラフで y座標
が 0 以下となるような xの範囲である。
グラフの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(4) 2 2 8 0xx    ①
の解は、 2 2 8y x x   のグラフで y座標
が負となるような xの範囲である。グラ
フの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(5) 2 30 2 xx   ①
の解は、 22 3y x x   のグラフで y座標
が正となるような xの範囲である。グラ
フの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(6) 2 9 03x  ≦ ①

の解は、 23 9y x  のグラフで y座標が
0 以下となるような xの範囲である。グ
ラフの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(1)

全円に対する円周角は 180°だから、
円周角の定理（弧長と円周角の比例）よ

り、
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(2)

ABTCは円に内接するので、内接四角形
の定理より、
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△BCTの内角の和より、
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PQ は T で円に接するので、接弦定理よ
り、
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(3)

PQ は T で円に接するので、接弦定理よ
り、

ATA PBT 70  ∠ ∠

直径の円周角より、
ABC 90∠

よって、
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